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大阪湾の概況 
1.海域区分、指標 
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大阪湾の港湾 

瀬戸内海環境保全特別措置法に基づく対象区域 

三大湾（東京湾、大阪湾、伊勢湾）の主な指標 

 
 
大阪湾は、瀬戸内海の東端に位置し、紀淡

海峡と明石海峡の2つの海峡を経て、それぞれ
紀伊水道と播磨灘に連なっている。 

大阪湾内には多数の港湾があり、主に湾奥
部には、2つの国際戦略港湾（神戸港、大阪
港）、1つの国際拠点港湾（堺泉北港）及び2
つの重要港湾（尼崎西宮芦屋港、阪南港）が
位置しており、近畿圏の社会経済活動を支え
る重要な役割を担っている。 

大阪湾は、三大湾（東京湾、大阪湾、伊勢
湾）の中で、背後の陸域人口は東京湾に次い
で2番目であるが、湾口部交通量は最も多く、
海上交通の利用が盛んなことが特徴となって
いる。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位 東京湾 大阪湾 伊勢湾 備考

人口
（平成26年）

千人 30,171 17,445 11,342

面積 km
2 7,703 11,200 18,054

km 778 429 382
国土交通省「海岸統計（平成
30年度版）」

km
2 1,380 1,450 2,342

大阪湾再生推進会議資料

308 117 612

22% 8% 26%

百万
トン

515.3
（19）

263.8
（10）

297.5
（11）

国土交通省「港湾統計年報
2017」
( )内は全国比

隻/日
浦賀水道

509
（452）

明石海峡
573

（494）

伊良湖水道
405

（304）

海上保安庁「平成30年海灘の
現況と対策」
( )内は漁船を除く隻数

　

－10ｍ以浅水面面積 km
2

大阪湾再生パンフレット｢湾
FOR ALL, ALL FOR 湾｣（平成
31年3月）

大阪湾再生推進会議資料

陸域

港湾取扱貨物量
（平成29年）

湾口部交通量
（平成30年）

海岸線延長

水面面積

（注）湾・灘の区分は「瀬戸内海環境保全臨時措置法第13条第1項の埋立についての規定の運用に関する基本方針について」に準ずる。 
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2.変遷 

大阪湾の開発・利用の変遷 

 
 
大阪湾は、漁業活動の場や交流の要所として、古くから利用され、沿岸地域には人口・経済・

産業・文化が高度に集積している。 
大阪湾における本格的な開発は昭和30年代から始まり、港湾や工業用地の整備を目的とする土

地造成が盛んに行われてきた。近年は、既成の市街地に不足している大規模な緑地や海洋性レク
リエーション施設、人工海浜等の整備も行われるようになった。 

平成14年に都市再生特別措置法が施行され、都市再生プロジェクト（第三次決定、平成13年12
月）に「海の再生」が位置付けられたことを受けて、大阪湾沿岸域の関係省庁及び関係地方公共
団体等からなる「大阪湾再生推進会議」により、「大阪湾再生行動計画（第一期）」が平成16年
3月に策定された。 

平成25年度には「大阪湾再生行動計画（第一期）」の最終評価を実施し、多様な生物の生息・
生育、人と海との関わりが課題として挙げられた。 

平成26年5月には「大阪湾再生行動計画（第二期）」が策定され、多様な生物の生息・生育、
人と海との関わりの増大、空間（森・川・里・都市・海等）ネットワーク及び人的ネットワーク
の充実・強化が本計画の意義となっている。 

一方、瀬戸内海では「豊かな海」とすることを目指して、平成27年に「瀬戸内海環境保全特別
措置法」が改正された。近年大阪湾では、水質改善が進む一方で栄養塩の偏在が課題として挙が
っていることから、栄養塩偏在化対策に向けた取り組みが進められている。 
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3.水深 

標高・水深 

大阪湾の底質 

 
 
大阪湾は、周囲約160km、面積約1,400km2、

北東から南西方向に約60kmの長軸を持つ楕円
形の陥没湾であり、六甲山地、生駒山地、金
剛山地、和泉山地（脈）等の標高500～1,000m
程度の山地や、丘陵、台地、大阪平野等の低
地と淡路島等によって囲まれている。 

海底の地形は、東側には水深20mより浅い平
坦な海底面が拡がり、西側に向かうにつれて
深くなり、海峡部では複雑な地形を呈してい
る。 

海底の性状は、湾奥部のほとんどの範囲が
シルトであり、一部が粘土混シルトとなって
いる。湾央部から湾口部のほとんどの範囲は
砂混シルト又は粘土混シルトとなっている。 
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